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組織内検討資料   

赤祖父ゆみ 
 

 

                                      

                       

  

 

      謹賀新年 
 新しい年がスタートしました。 

今年のお正月は好天に恵まれ、初詣やご挨拶回り 

と家族揃って出かけられ、和やかに過ごされた 

のではないでしょうか。 

今年１年、皆様方にとりまして、実りある飛躍 

した年となりますよう、ご祈念申し上げます。 

 私も今年は選挙の年となります。初心に戻り 

気持ちを引き締めながら、日々の活動に邁進 

していきたいと思います。本年も、今まで以上の

ご支援ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

昨年後半は２つの選挙が挙行され、慌ただしい中、１年が過ぎ去ったような気がします。 

衆議院総選挙では悔しくも「民主党」は惨敗を期し、政権が逆戻りをいたしました。この結果

については、反省すべき点は反省しなくてはなりません。しかしながら、進めてきた政策は決し

て間違いではなかった・・リーマンショックでの世界金融危機や東日本大震災といった突発的な

社会状況下において、未熟さは出ましたが、私は、精一杯政策を唱え変えようとしてきた・・と

思っています。もうこれ以上勝ち組、負け組を作ってほしくない。戦争のない平和な日本である

ために、全議員が一丸となって取り組んでほしいです。また、どの政権が担っても人口減少社会

や少子高齢化社会は変わらないのですから、そこへの対策を是非早急に考えてほしいと願ってい

ます。まずは経済が安定しないといけませんし、雇用が守られないといけません。次世代に夢を

描き、語れるような社会を築き上げて行く事が、今の時代を生きる大人の責任だと思います。 

今年は「巳年」。蛇年には歴史的な大きな事件が起きていると言われています。 

過去に縛られるのではなく己が変わっていく「脱皮」の年となりますよう、元日に実践倫理宏

正会での年頭之辞でお聞きしました「利他」の精神で今年１年、取り組んでいく覚悟です。 

                            赤祖父 ゆみ 
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谷畑市長３期目の最初の議会と言う事で、
所信表明がなされ、それに対する代表質疑
が各会派からなされました。新政会からは
伊地智良雄議員が質問しました。 

 

 

   
 
 
 

  

 

 

 

 

  

議会初日に人事案件が提出され、全員賛成で 
可決されました。 
今後、大いに期待され大変喜ばしい事です。 
 

 
 

 
   

 阿星児童館！ありがとう！！ 

 

議案第 74 号 湖南市児童館条例の一部を 
改定する条例の制定についての審議では、 
この阿星児童館と勤労青少年研修場が一体の 
施設である事から、初めての試みである、産 
業経済常任委員会との連合審査となりました。 
 この施設については大変老朽化が進み、施 
設利用者も年々減少しています。施設廃止後 
の利用については東西寺分校としての歴史的 
背景も考慮して、地元住民の意見をよく聞き 
ながら進めて行く事といった意見をし、全員 
賛成で可決しました。 
 
 

 
  
 

 

 

１２月定例議会 

福祉教育常任委員会付託案件 

条例の一部改正１件、補正予算２件 

 

 
 
 
前回に引き続き通学路の安全改善策に

ついての進捗状況を調査しました。 
 国からの予算措置や、湖南市としても、
来年度の予算に係る事案でしたので、会期
中に委員会の中で調査をしました。 
 11 月中に委員会から要望しました「関係
各課連携した推進協議会」は開催して頂け
たとの報告を受けましたが、その説明資料
が未だ不十分である事、また担当課のスピ
ード感に委員会としていささか温度差を
感じましたのでしっかりと意見を述べ、引
き続き 1月末の推進協議会後、再び委員会
の中で調査する事としました。 
 
 
 
○ 保育士の正規職員の増員と保育施設整
備 

○ 専門職員の適正配置 
（図書館司書、家庭児童相談員、ケースワーカー等） 
○ 地域包括支援システムの更なる強化 
○ 宮ヶ谷線歩道確保（変更ルート含む） 
を含む 31 項目に亘り要望いたしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 連合議員団として、さまざまな単位組織
から出された要求を、役員の方々と一緒に
協議し、政策制度要求にまとめ、11 月 19
日、市長に提出いたしました。まじめに働
く者が報われる社会実現のためです。 

湖南市副市長に 
「谷口繁弥氏」決定！ 

所管事務調査 
通学路の安全について 

 

新政会・平成 25年度予算要望提出！ 

連合滋賀第４区地協・政策制度要求 
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問 子ども・子育て関連３法案が３党合意 

を踏まえて成立しました。湖南市の今 
後の計画は。 

答 保育園と幼稚園の行政窓口の一本化と 
準備組織の設置を行い、平成 25 年度予 
算で、子ども・子育て会議開催のため 
の経費、ニーズ調査及び支援事業計画 
の検討開始し、26 年度前半に事業計画 
の確定とされています。しかしながら、 
この法案は、社会保障と税の一体改革 
に位置付けられたもので、実際の消費 
税の引き上げ時期を踏まえて検討され 
ていきます。現時点では平成 27 年 4 
月施行と見込まれています。 

 
問 未満児保育の希望者の急増の実態は。 
答 ０歳児の入所率が上昇しており、平成  
  24 年 11 月現在で 63 名。平成 25 年度 
  入園内定者は 86 名。23 名の増加見込 
  み。新しい住宅地の開発など、大きな 

減少は見られないだろうとの予測です 
 
問 待機児童を出さない方針であるが、受 

け入れ体制、保育士の労働条件や施設 
整備は十分であるか。 

答 来年度の保育士・幼稚園教論の正規職 
  員の採用については７名の採用を予定 

しています。臨時職員確保のためにも、 
労働条件の改善について検討して参り 
ます。施設整備が間に合っていない所 
につきましては順次進めて参ります。 

 
 
 
問 地域力を引き出すための具体策につい 
  て、現状把握について 
答 まちづくり協議会や学校地域支援本部 

事業を立ち上げていただいており、こ 
の取り組みを今後中学校にも広げてい 
きたいと考えています。昨年から取り 
組んでいる「緑の分権改革」も同様に、 
地域に眠っている“たから”を掘り起 
こし、「地域力」を引き出す施策と考え 
ています。外部目線からも「地域おこ 

 し協力隊」や様々な大学や企業、自治体 
 との連携にも取り組んでいきます。とり 
 わけ、吉本興業との協定において「心の 
 インフラづくり」笑いをコンテンツに用 
 いたまちづくりを進めていきます。 
 
問 吉本との包括的連携協定を締結しまし 

たが、その“湖南モデル”とは。 
答 この協定は“単なる演芸やイベントの   
  プロデュースではなく、笑いというコ 

ンテンツを使って地域活性化やまちづ 
くりといったことに一緒に取り組んで 
いく事を提案していきます。現時点で 
は、本市が直面しています少子高齢化 
や子育て、教育といった分野での連携 
を図ってまいります。来年度当初予算 
編成において、「心のインフラづくり」 
を政策提案経費の一つに掲げて新たな 
事業を提案していきます。 

 
問 次の担い手をどのように育てていくの 
  のか。 
答 自らのまちに誇りを持ち、これからも 

ずっと住み続けたい思いをもってまち 
づくりに取り組んでいく事こそが、次 
世代の担い手を育てることに繋がるの 
ではないかと思います。「緑の分権改 
革」をはじめ、地域活性化や地域再生 
に繋がる事業を通して支援していきま 
す。 

 
 
 

問 湖南市からの直接のアクセスが必要と
の声を多く聞きます。見解を伺います。 

答 平成 24 年公立甲賀病院組合議会では、
ＪＲ草津線や信楽高原鉄道を利用して
いる方もおられるので、貴生川駅及び
三雲駅を起点とした地域交通機関の利
用と甲賀市内循環バス路線の拡大運行
について甲賀市と湖南市に協議すべき
といった答弁で、現在甲賀市と話し合
いを進めているところです。一次保健
医療圏域としましては、市内にある、
かかりつけ医に日常的な疾病や外傷の
治療、疾病の予防や健康管理の対応頂
く事を目指しています。甲賀病院は二
次医療圏域としての役割を担う病院で
はないかと考えています。 

一般質問 

子どもの命を守る施策について 

地域再生策について 

公立甲賀病院までのアクセスについて 
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 あいにくの雪となり、大変お出にくい中
にもかかわりませず、たくさんの方々にお
越しいただき、心より厚く感謝申し上げま
す。お陰を持ちまして、和やかな中、無事
に終える事ができました。皆様のお声に応
えるべく、これからもまじめに頑張って参
ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4 か所で議会主催の報告会が開催され無事
に終える事ができました。私は初日の石部
南まちづくりセンターにて報告し、32 名の
市民の皆様にお越しいただきました。テー
マとして「コミュニティーバス」を取り上
げ、多くの貴重なご意見をお聞きしまし
た。今回の私の一般質問にも取り入れまし
たが、またこの市民懇談会が市政へ繁栄出
来るよう頑張ってまいります。 
 
 
 
今年はまた新しい挑戦として、赤祖父ゆ

みと共に語る会として「きらめき湖南を語
ろう会」を開催していきたいと思います。 
ご参加希望の方は赤祖父ゆみホームペー
ジ メールアドレス

まで
ご連絡ください。これからの政治をざっく
ばらんに語りあいましょう・・・・ 
また、折り返しご連絡させて頂きます。 

お詫びと訂正をいたします。 

前回の報告書№37 号にて石部中学校の借金に

ついての名称が間違っていました。 

合併特例債→義務教育施設整備事業債です。 

平成 15・16 と発行。交付税措置はありません。 

 

１２/２６日 楽しい忘年会を 

ありがとうございました！ 

  

第２回 議会報告会！ 

 

    22日 議会報告実行委員会 

    24 日 さくら教室（唄指導） 

   26 日 福祉教育常任委員会 

    28 日 もみじ・あざみ文化祭  

29～30 日 議会改革セミナーＪＩＡＭ 

30 日 甲賀病院組合議会 

31 日 石部南小学校サークル活動 

   1 日 石部南小学校道徳研究会 

   3 日 湖南市文化祭出演 

8 日 臨時議会 

   9 日 石部中学校教育の日参加       

  10 日 アールブリュット展開会式 

11 日 ふれあい広場 

15～16 日  民主党近畿ブロック議員フォーラム 

  17 日 民主党パーティー 

21～22 日 第 3回ＪＩＡＭ自治体議員研修会 

   23 日 青少年育成大会 

25 日 Ｄ１グランプリ予選 

30～19 日 12 月定例会   

   2 日 きらめきコンサート 

4～15 日 衆議院総選挙 

  16 日 山中慎介祝賀会 

  25 日 甲賀病院組合議会 

  26 日 議会活性化特別委員会 

27 日 もみじ・あざみ寮門松づくり  

29・28 日 年末警戒 

1 日 実践倫理宏正会 念頭式 

5 日 滋賀県教職員組合団結旗びらき 

7 日 連合滋賀旗びらき 

8 日 全国競馬労働組合旗びらき 

12 日 宝寿会ぜんざいパーティー 

13 日 消防出初式・青少年指導支援の会 

14 日 谷康彦・奥村展三新年会 

15 日 公立甲賀病院組合臨時議会 

 

 

 

 

 

 

10/20  石部宿祭り    10/27 ハローウィンパーティー 

 

 

 

 

 

 

 

11/5 石部南 議会報告会    11/25 教育福祉振興大会 

 

 

 

 

 

10 月 

 

12 月 

 

1 月 

きらめき湖南を語ろう会！！ 

 

11 月 
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